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Exercise A

1 右の図のように、放物線 y=x2と傾きが 1である直線 lが x座標が 2である点 Aで交わっ

ている。放物線上に x座標が 2よりも大きな点 Pをとり、点 Pを通り x軸に平行な直

線と直線 lとの交点を Qとする。また S, Rはそれぞれ点 P, Qから x軸に下ろした垂線

と x軸との交点である。このとき、次の問いに答えなさい。

y y=x2

l
P Q

A

x
O 2 S R⑴ 直線 lの式を求めなさい。

⑵ 点 Pの x座標が 3のとき長方形 PQRSの面積を求めなさい。

⑶ 点 Pの x座標を tとするとき、点 Rの座標を tを用いて表しなさい。

⑷ 長方形 PQRSの周の長さが 38になるとき、点 Pの座標を求めなさい。

2 右の図のように、放物線 y=ax2が傾きが 4である 2本の平行な直線と点 A, Bでそれぞ

れ交わっている。点 Aの座標は (5, 50)であり、Bの x座標は 4であった。

ここで、図のように放物線の Aと Bの間に点 P, 2本の平行な直線上にそれぞれ点 Q, R

をとり△PQRを作った。辺 PQは x軸に平行であり、辺 QRは y軸に平行になっている。

このとき次の問いに答えなさい。

y y=ax2

A
50

Q P

R B

x
O 4 5

⑴ aの値を求めなさい。

⑵ 点 Pの x座標が 9
2

 のとき、PQの長さを答えなさい。

⑶ QRの長さは Pの座標にかかわらず一定になる。QRの長さを求めなさい。

⑷ △PQRの面積が 21になるとき、Pの x座標を答えなさい。

Exercise B

1 右の図のように、放物線 y= 1
4

 x2と 2点 (0, 6), (6, 0)を通る直線が lある。

放物線上と直線 l上にそれぞれ点 P, Qを、点 P, Qの y座標が等しくなるようにとった。

ただし、点 Pの x座標は点 Qよりも大きいものとする。また、点 S, Rは点 P, Qから x

軸上に下ろした垂線と x軸との交点である。このとき、次の問いに答えなさい。

y y= 1
4
 x2

l

6
Q P

x
O R S 6⑴ 直線 lの式を求めなさい。

⑵ PQRSが正方形になるとき、点 P, Qの座標をそれぞれ求めなさい。

2 右の図のように、放物線 y= 1
4

 x2, 2直線 y=x, y=-x上にそれぞれ点 P, Q, Rをとり、

各辺が x軸または y軸に平行な長方形 PQSRを作った。

ただし、各点の x座標は正であり、点 Qの x座標は点 Pの x座標よりも大きい。

y y=x

P Q

x
O

R S

y= 1
4
 x2y= 1

4
 x2

y=-xy=-x⑴ 点 Pの x座標が 5であるとき、PQ:QSの比を求めなさい。

⑵ 点 Pの x座標を tとして点 Qの座標を tを用いて表せ。

⑶ △OPQの面積が△OQSの面積の 1
2

 になるときの Pの座標を求めなさい。

標準問題の確認5-0 B 
Basicレベルは３段階

B	 標準レベル
S	 発展レベル
SS	 難問レベル

■ 三角形の合同条件と相似条件　　　　　　　　   　　　相似比が１：１のときに合同となる
合同条件 相似条件
① ３組の辺がそれぞれ等しい ① ３組の辺の比がすべて等しい
② ２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい ⇔ ② ２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい
③ １組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい 対応 ③ ２組の角がそれぞれ等しい。

■ 相似比が m:nのとき

　 面積比は m2 :n2 

　 体積比は m3 :n3 
② ③
④ ⑨∽

② ③

∽⑧
㉗

■ 平行線で分けられる

　 線分の比は等しい

a:b=c:d

または

a:c=b:d

a

dc

b

■ 角の二等分線と比

　 ∠Aの二等分線と対辺の

　 交点を Mとして

　 AB:AC=BM:CM
B

① ②

① ②M

A

C

■ 中点連結定理

　 M, Nが各辺の中点とすると

　 MN ∥ BC,  MN= 1
2

 BC                                         
①

②

A

B C

M N

■ ある弧に対する円周角は

　 一定で、中心角の半分に

　 なる

■ 半円の弧に対応する

　 円周角は 90度になる

■ 円周全体に対応する

　 円周角は 180度になる

　 円を n等分した弧に対応

　 する円周角は 180÷ n度

180÷ 6=30度

30×3度

30×2度

30度

■ 円の接線は接点を通る

　 半径に垂直になる

■ 円外の１点から円に引

　 いた２本の接線の長さ

　 は等しい

● ● ●

●
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Try

1 ⑴～⑻では x, yの線分の長さを、⑼～⒁では∠xの大きさを求めなさい。ただし⒁の黒点は円弧を等分する。

⑴ AC∥DE

12

y
16

x

18

6

D

B

A

E C

⑵  l ∥ m ∥ n 

12

m

l

n

x
16

15

⑶ ∠ABD=∠CBD

D

6

BC 15

A

20
x

⑷ AB ∥ EF ∥ CD 

D

F

BA

E

C

x

3

9

3

6

⑸ BC:CD=1:1

AF:FE:ED=1:1:1

F

A

E18
x

B C D

⑹

12

x

30
18

⑺

416

x

2
⑻

P

R
Q

B

A

C

x
21

9 6

P,Q, Rは接点

⑼

x
88°

O

⑽

x

O
34° 17°

⑾

xO
63°

⑿

x

25°

45°

⒀

45°

89°

x

⒁

x

2 右の図について次のように線分 ABの長さを求めた。⑴～⑹の空欄に適切な言葉や式を入れなさい。

△ABCと⑴             において

仮定より、　　　  AC:DC=20:8=5:2 ……①

　　　　　　　　⑵                                     ……②

共通な角なので、⑶                                     ……③

①～③より ⑷                                    ので△ABC ∽ ⑴              

この２つの三角形の相似比は ⑸              であることから

AB:18=⑸             なので、AB=⑹             となる

D
B

A

C842

20
18

3 右の図のように円錐を母線の長さが 2:1になるように切り分けた。 ②

①
P

Q
⑴ もとの円錐と立体 Pの体積比を求めなさい。

⑵ 立体 Pの体積が 40 ㎤ のとき、立体 Qの体積を求めなさい。

Exercise A

1 ⑴～⑻では x, yの線分の長さを、⑼～⒁では∠xの大きさを求めなさい。ただし⒁の黒点は円弧を等分する。

⑴ BC∥DE

10
9

8

15 x

y

D

B

A

E

C

⑵ l ∥ m ∥ n 

28

m

l

n

50x

12

⑶ ∠BAD=∠CAD

D BC

A

x
15

6 8

⑷ AB ∥ EF ∥ CD 

E, Fは AC, BDの中点

D

F

BA

E

C

9

6

x

⑸ AF:FC=1:1

AD:DE:EB=1:1:1

F

A

E

12

x

B C

D

⑹

9

x
12

15

⑺

3x

4

5 ⑻

P

R

Q
B

A

9 x

P,Q, Rは接点

17

11

C

⑼

x 64°
O

⑽

x
28°

45°

⑾

x O

43°

⑿

x

64°

110°

⒀

50°

20°

x

⒁

x

2 右の図について次のように線分 DEの長さを求めた。⑴～⑺の空欄に適切な言葉や式を入れなさい。

△ABCと⑴             において

共通な角なので、　　　　　　　⑵                                    　……①

弧 ⑶            に対する円周角より ⑷                                    　……②

①②より ⑸                                    ので△ABC ∽ ⑴              

この２つの三角形の相似比は ⑹              であることから

30:DE=⑹             なので、DE=⑺             となる

1456

28

7

A

B

C

F

D

E

30

3 右の図のように三角錐を底面に平行な平面で立体 Pと立体 Qに切り分けた。

Q

P
４cm

10cm

⑴ もとの三角錐と立体 Pの底面積の比を求めなさい。

⑵ 立体 Pと立体 Qの体積の比を求めなさい。
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Exercise B

1 ⑴～⑻では x, yの線分の長さを、⑼～⒁では∠xの大きさを求めなさい。ただし⒁の黒点は円弧を等分する。

⑴ BC∥DE

A

y

12
30 x

45

24

D

B

E

C

⑵  l ∥ m ∥ n 

m

l

n

70

16

x40

⑶ ∠BAD=∠CAD

BC
D

14

A

21

x
15

⑷ AB ∥ EF ∥ CD 

D

F

BA

E

C

7

5

x

3

6

⑸ DF:FG=1:1

AB:BC:CD=1:1:1

8

D

A

x

B

C

F G

E

⑹

x

18
30

12

⑺
9

9

x 6

⑻

P

R
Q

B

A

C

25

P,Q, Rは接点

14

x

21

⑼

x

282°

O

⑽

O
58°

x
⑾

x

O
40°

⑿

x

25°

45°

⒀

86°
x

64°

⒁

x

2 右の図の△ABCと△ADEが正三角形であるとき、△ABD ∽ △AEFとなることを証明した。

⑴～⑹の空欄に適切な言葉や式を入れなさい。

△ABDと△AEFにおいて

△ABCと△ADEが正三角形だから  ⑴             =⑵            (=60°)   ……①

また ⑶             =60°-⑷             ,  ⑸             =60°-⑷             なので

⑶             =⑸               ……②

①②より ⑹                                    ので△ABD ∽ △AEF

A

B CD

EF

3 右の図のように円錐を母線の長さが 1:1:1になるように切り分けた。 ①

①

①
Q

P

R

⑴ 立体 Pともとの円錐の底面積比を求めなさい。

⑵ 立体 P, 立体 Q, 立体 Rの体積比を求めなさい。 

相似な三角形5-1 S 
Special

!  よく使う相似な三角形の組合せは覚えておこう。

平行内接型 砂時計・蝶々 型 円周角① 円周角② 円周角③
　　※「円周角③」の相似は「5-11 円と角」で扱う円に内接する四角形の角についての法則を利用すると簡単に説明できる。ここでは結論だけ覚えておこう。

WarmUp

右の図で AB∥EF∥DCのとき、次の問いに答えなさい。 A

C

D

B

E

F

6

2

⑴ 相似な三角形の組合せをすべて求めなさい。

またその相似比を求めなさい。

⑵ CDの長さを求めなさい。

解説 ⑴ ①

③
①

②

③
②

③

①②

△ABC ∽ △EFC
相似比 　3:1

△BEF ∽ △BDC
相似比 　2:3

△ABE∽△CDE
相似比 　2:1

⑵  ⑴の③の三角形の相似より

　  6:CD=2:1　　よって、CD=3

Try

1 次の各図で相似な三角形の組合せをすべて求め、またその相似比を求めなさい。

⑴ A E

FC D

B

H
G

⑵

 

3

12

A

E
F

D

B C

⑶

A
E

F

D

B

G

C

7

11

⑷

624

12

3

AB

C

F D

E

2 右の図で AB∥EF∥DCのとき、次の問いに答えなさい。 A

C

D

B

E

F

a

b

⑴ △ABCと△EFCの相似比を a, bを用いて表しなさい。

⑵ EFの長さを a, bを用いて表しなさい。
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相似の証明①5-2 S 
Special

!  与えられた仮定から結論を筋道立てて説明することを証明という。

WarmUp

右の図で、AB=20, BC=15, BD=12, BE=9である。

このとき△ABCと△DBEが相似であることを証明しなさい。

A

D

B C
15

12

9

20

E

解説
　相似の証明の手順
　①　どの角やどの辺の比を用い、３つの相似条件のどれを使うかの方針を決める。

　　　→ この問題では、仮定で与えられている条件から判断し「２組の辺の比とその間の角」を用いる。

　②　方針が決まったら、以下の手順の通りに証明する。

△ABCと△DBEにおいて どの三角形について証明するか宣言する

仮定より

AB:DB=20:12=5:3 ……①

BC:BE=15:9=5:3 ……②

共通な角なので

∠ABC=∠DBE ……③

相似条件を満たす２～３つの条件を集める
相似条件
１． ３組の辺の比が等しい
２． ２組の辺の比とその間の角が等しい
３． ２組の角が等しい。

①～③より、

2組の辺の比とその間の角が等しいので、

△ABC ∽ △ADE

相似条件を述べ、相似であることを示す

Try

1 右の図で相似な２つの三角形を見つけ、相似であることを証明しなさ

い。ただし AB=12, BD=8, DC=10であるとする。
D

C

12

8 10

A

B

2 右の図のように□ABCDの辺 AD上に点 Eをとり、辺 BAの延長と線

分 CEの延長の交点を Fとする。

このとき△AEFと△DECが相似であることを証明しなさい。

A

F

E
D

CB

Exercise A

1 次の各図で相似な三角形の組合せをすべて求め、またその相似比を求めなさい。

⑴
4

10

A

EF

D

B C

⑵

 

A

E F

D

B

G

C

2

4

⑶ AE

F

C D

B

G

3 9 ⑷

39

4

5

AB

C

F

D

E

2 右の図で AB∥EF∥DCのとき、次の問いに答えなさい。 A

C

D

B

E

F

12

6

14

⑴ FCの長さを求めなさい。

⑵ EFの長さを求めなさい。

3 右の図で AB∥EF∥DCのとき、次の問いに答えなさい。

A
E

F

D

B

G

C

b

a

⑴ △ABCと△GFCの相似比を a, bを用いて表しなさい。

⑵ △ABGと△CDGの相似比を a, bを用いて表しなさい。

⑶ CDの長さを a, bを用いて表しなさい。

Exercise B

1 次の各図で相似な三角形の組合せをすべて求め、またその相似比を求めなさい。

⑴ A

D
E

CB F 46

⑵

 

E
F

D

B
C

A

7
4

⑶ A E

FC D

B

H

G
3

6

⑷ AE

F

C D

B

G

2 右の図で AB∥CD,  AC∥BDのとき、次の問いに答えなさい。 AE

F

C D

B

G

16 28

33⑴ EF:FDの値を求めなさい。

⑵ EFの長さを求めなさい。

3 右の図で AB∥CD,  AC∥EF∥BDのとき、次の問いに答えなさい。 A E

FC D

B

H

G
ab

⑴ △AEGと△ABDの相似比を a, bを用いて表しなさい。

⑵ △AEGと△DFGの相似比を a, bを用いて表しなさい。

⑶ △ABHと△DFHの相似比を a, bを用いて表しなさい。
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相似と証明②5-3 S 
Special

数学達人の極意　　証明は「論理的」であることが大切！　細かな表現や言い回しなんか気にするな！

WarmUp

右の図のように三角形 ABCと平行四辺形 ADECがあり、点 Eは辺 BC

上の点である。辺 ABと辺 DEの交点を Fとする。また BF上に点 G、

CE上に点 Hをとったところ、DG=DA, ∠CAH=∠BADとなった。

このとき△ABH ∽ △DGFを証明しなさい。
H

A

C

D

B

G

E

F

解説
　相似の証明の手順
　①　どの「角」やどの「辺の比」を用い、３つの相似条件の

　　　どれを使うかの方針を決める。

　　　→ 右の図のように等しい角を書き込んで整理する。

　　　→ この問題では、「２組の角が等しい」を用いる。

　②　方針が決まったら、以下の手順の通りに証明する。 H

A

C

D

B

G

E

F

二等辺三角形
の底角

錯角

平行四辺形の
向かい合う角

 △ABHと△DGFにおいて 宣言

AD∥HBで、平行線の錯角は等しいので　∠ABH=∠BAD  ……①

△ADGは二等辺三角形なので 　∠DGF=∠BAD  ……②

← ③が成り立つ証明

 ① , ②より    　 ∠ABH=∠DGF   ……③   ← 相似条件 の 1つ目

仮定より    　∠CAH=∠BAD  ……④

平行四辺形の向かい合う角なので 　∠ACH=∠ADF  ……⑤

△AHCの内角と外角の関係から 　∠AHB=∠CAH+∠ACH ……⑥

△ADFの内角と外角の関係から 　∠DFG=∠BAD+∠ADF

④ , ⑤より                     =∠CAH+∠ACH ……⑦

← ⑧が成り立つ証明

 ⑥ , ⑦より    　 ∠AHB=∠DFG   ……⑧   ← 相似条件の２つ目

相似条件

の収集

 ③ , ⑧より、2組の角が等しいので、△ABH ∽ △DGF 結論

[別解 ] 重要な角を x, yなどと置いても説明しやすい。　↑↓言っている内容は同じ。

 △ABHと△DGFにおいて 宣言

仮定より∠CAH=∠BAD   

△ADGは二等辺三角形なので∠DGF=∠BAD 

平行線の錯角は等しいので∠ABH=∠BADとなることより、

∠CAH=∠BAD=∠ABH=x　と置くと　　∠ABH=∠DGF=x   ……①

また平行四辺形の向かい合う角が等しいことから　∠ACH=∠ADF=y　と置くと

△AHC, △ADFの内角と外角の関係から  ∠AHB=∠DFG=x+y   ……②

相似条件

の収集

 ① , ②より、2組の角が等しいので、△ABH ∽ △DGF 結論

Exercise A

1 右の図で、D, Eはそれぞれ △ABCの辺 AB, AC上の点で、AD=8, 

AE=6, DE=7, EC=14である。

このとき△ABCと△AEDが相似であることを証明しなさい。
D

CB

E

A

14

6

7

8

2 右の図のように□ABCDの辺 AB上に点 Eをとり、対角線 ACと線分

EDとの交点を Fとする。

このとき△AEFと△CDFが相似であることを証明しなさい。

A

E F

C

D

B

3 右の図で、A, B, C, Dはそれぞれ同一円周上の点で、Eは線分 ACと線

分 BDの交点である。

このとき△ABEと△DCEが相似であることを証明しなさい。

C

D

A

EB

Exercise B

1 右の図で、△ABCは∠ACB=90°の直角三角形である。辺 BC上に点 P

をとり、点 Pから辺 ABに下ろした垂線と辺 ABの交点を点 Qとする。

このとき△ABCと△PBQが相似であることを証明しなさい。

Q

P

A

CB

2 右の図で、線分 ABと線分 CDが点 Oで交わっている。

このとき OA=9, OB=28, OC=12, OD=21となった。

△OAC ∽ △ODBとなることを証明しなさい。

A D

C

B

O
28

12

219

3 右の図で、A, B, C, Dはそれぞれ同一円周上の点で、Eは線分 BCの延

長と線分 ADの延長の交点である。

このとき△ACEと△BDEが相似であることを証明しなさい。

A

EB C

D
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Exercise B

1 右の図で、△ABCと △ADEは直角二等辺三角形である。辺 ADと辺

BCとの交点を F、辺 AC, BCと辺 DEとの交点をそれぞれ G, Hとする。

このとき△ABFと△HCGが相似であることを証明しなさい。

H

A

C
D

B

G

E

F

2 右の図のように同一円周上の点 A, B, C, Dがある。直線 ADと直線 BC

の交点を Eをとして、Eを通り CDに平行な直線と直線 BDとの交点

を Fとする。このとき、△ABC ∽ △FEDを証明しなさい。

A

C

D

B E

F

3 右の図のように ∠B=90°の直角三角形 ABCがある。辺 AC上に点 D

を取り、点 Bを通り線分 BDに垂直な直線上に ∠EDB=∠CABとなる

ような点 Eをとる。また線分 EDと辺 ABの交点を Fとする。

このとき次の問いに答えなさい。

⑴   △DBC ∽ △FBEを証明しなさい。

⑵   AB=6 ㎝ , AC=10 ㎝ , ∠DBC=∠DCBとなるとき、線分 AFの長さ

　   を求めなさい。

A

C

D

B

E

F

4 右の図のように線分 ABを直径とする半円上に点 C, Dをとった。

線分 ACと BDの交点を Eとする。

AC:BC=2:1, AE:EC=3:1のとき、次の問いに答えなさい。

⑴   △ABC ∽ △BECを証明しなさい。

⑵   △ABC ∽ △AEDを証明しなさい。

       ただし、⑴の結果を利用しても良い。

B

E

A

CD

Exercise A

1 右の図は△ABCを頂点 Aが辺 BC上の点 Dと重なるように折り返した

ものである。DE=DFのとき、次の問いに答えなさい。

⑴  四角形 AEDF はどんな四角形か。

⑵  △EBD ∽ △FDCを証明しなさい。

⑶  BE:EA=AF:FCを証明しなさい。

A

CDB

E
F

2 右の図のように２つの円が点 A, Bで交わっている。

片方の円周上に点 C, Dをとり、直線 CB, DBともう１つの円との交点

をそれぞれ E, Fとした。

このとき、△ACD ∽ △AEFを証明しなさい。

AC

D

F
B

E

Try

1 右の図のように平行四辺形 ABCDの ∠A, ∠Dの二等分線を引き、辺 BC

との交点をそれぞれ E, Fとした。∠Aの二等分線と∠Dの二等分線との

交点を Gとして、∠Aの二等分線と DCの延長の交点を Hとする。この

とき、△EFG ∽ △HDGを証明しなさい。

H

A

CB

D

E F

G

2 下の図のように正三角形 ABCと半円 Oがある。半円は中心が辺 BC上にあり、辺 AB, ACとそれぞれ点 P, Qで

接している。また弧 PQ上の点 Rにおける半円 Oの接線と辺 AB, ACとの交点をそれぞれ点 D, Eとする。

P

O

R

Q

B

E

A

C

D

⑴  △ODP≡△ODRを証明しなさい。

⑵  △ODB ∽ △EOCを右のように証明した。

　  下線部を埋めて証明を完成させなさい。

　  ただし証明をすべてノートに書くこと。

[ 証明 ]
△ODBと△EOCにおいて

△ABCは正三角形なので   ∠DBO=∠        =60° ……①

⑴より△ODP≡△ODR

また⑴と同様に考えて△        ≡△        

合同な図形の対応する角の大きさは等しいので

∠ODP=∠        =x,  ∠OER=∠        =y    ……②

とおける

四角形 BCEDの内角の和は 360°なので

60°+60°+∠ODP+∠        +∠OER+∠        =360° ……③

③式に②式を代入して整理すると、

x=             

つまり ∠ODB=                    ……④

また△        の内角の和は 180°なので

60°+∠EOC+y=180°

整理して∠EOC=                    ……⑤

④⑤より、∠        =∠              ……⑥

①⑥より 2組の角が等しいので△ODB ∽ △EOC
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Point!

SSSugaku+

比の割合① 線分の比5-4 S 
Special

数学達人の極意　　比を極めると、難しい問題が簡単に解ける！

!
 
補助線や延長線を引いて、 または などの相似な図形を作って考えよう。

WarmUp

⑴ 右の平行四辺形 ABCDにおいて、DE:EC=1:2の

とき AF:FCを求めなさい。

A

F

D

E

CB

⑵ 右の平行四辺形 ABCDにおいて、AE:ED=1:2, 

DF=FCとき BG:GEを求めなさい。

A E D

F

CB

G

解説
⑴ A

F

D

E

CB

③

①

②

上図より　3:2

⑵ A E D

F

CB

G

① ②

③

A E D

F

CB

G

③③

②①

左図のように２つの相似な三角形

を考えて

BG:GE=6:1

Try

⑴ 右の図で ABCDは長方形で AF:FD=5:3である。

AE=10のとき、ECの長さを求めなさい。

A
F D

CB

G

E

⑵ 右の図で ABCDは平行四辺形で BE:EC=3:1で、F

は DCの中点である。BG:GFを求めなさい。

B C

A

F

D

E

G

Exercise A

⑴ 右の図で ABCDは平行四辺形で AE:ED=5:2で

ある。AC=36のとき、FCの長さを求めなさい。

A

F

D
E

CB

G

⑵ 右の図で ABDCは長方形で BE:ED=4:1, 

CF:FD=1:1である。AG:GDを求めなさい。

A

F

DE

C

B

G

Exercise B

⑴ 右の図で ABCDは平行四辺形で、E, Fは各辺の中

点である。DG:GBを求めなさい。

B C

A

F

D

E

G

⑵ 右の図で ABCDは平行四辺形で BE:EC=1:1で、

CF:FD=2:1である。BG=10のとき、GFの長さを

求めなさい。

B C

A

F

D

E

G
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Point!

SSSugaku+

比の割合② 線分と連比１5-5 S 
Special

!  3つ以上の数の比を連
れんひ

比をという。

　     2組以上の比を連比にまとめるには、共通した部分を最小公倍数にそろえる。

　   例　{	 x:y=3:4　のとき　→      x:y:z   =   3 : 4 :□=   9 :12:□　より　x:y:z   =9:12:10	 y:z=6:5　                 x:y:z   =□: 6 :  5  =□:12: 10 

WarmUp

1 次の各図で AB:BC:CDの比を、もっとも簡単な整数比で求めなさい。

⑴
A D4 1B C

② ① ⑵
A DB

④ ①

1 2 C

2 四角形 ABCDは平行四辺形で、AF:FD=2:3である。 A F D

E

CB

O

⑴ BO:OE:EDの比を、もっとも簡単な整数比で求めなさい。

⑵ BDの長さが 24 ㎝ のとき、EOの長さを求めなさい。

⑶ EDの長さが 5 ㎝ のとき、BOの長さを求めなさい。

解説

1 共通した部分（赤字部分）を最小公倍数に揃える。

⑴  以下の図のように考え、AB:BC:CD=8:4:3

A D4 1B C

② ①③

A D⓬ ❸B C

❽ ❹⓬
×4
×3

⑵  以下の図のように考え、AB:BC:CD=5:7:3

A DB C

①④

1 2

⑤

3
A DB C

❸⓬

❺ ❿

⓯

⓯

×3
×5

2 ⑴ 下の図のように２組の相似な三角形を考え、連比にまとめる。よって 4:1:3

2組の相似な三角形
2 3

5

5

3

①

①

①

①        ▶

連比にまとめる

5

3①

① 8

②

❺

❸❹

❹ ❽

❽×4
×1

⑵  ⑴より BD:EO=8:1　なので　24× 1
8

 =3   よって 3 ㎝ 

　  [別解 ]  24:EO=8:1　と方程式をたて、EO=3　としてもよい

⑶  ⑴より ED:BO=3:4　なので　5× 4
3

 =2
3
0   よって 23

0 ㎝                                                                                                             

　  [別解 ]  5:BO=3:4　と方程式をたて、BO=2
3
0 としてもよい

Exercise A

1 点 A, B, C, Dがこの順番で直線上にならんでいる。次の条件が与えられたとき、AB:BC:CDの値を求めなさい。

⑴
A D

③ ②

1CB2
⑵

A D

② ⑦

2 3CB

⑶ AB:BC=2:3, AC:CD=2:5 ⑷ AB:BD=1:5, AC:CD=3:1

2 各図について指定された値を求めなさい。ただし ABCDは平行四辺形であるとする。

⑴ AE:EB=1:3 ⑵ AF:FD=1:1, BE:EC=2:3

A

F

D

E

CB

O

①  BF:FD

②  BF:FO:OD

A F D

E CB
G

H

①  BG:GD

②  BH:HD

③  BG:GH:HD

⑶ CF:FD=1:2, GF=8

A

F

D

ECB

G

①  AG:GF:FE

②  FEの長さ

Try

1 点 A, B, C, Dがこの順番で直線上にならんでいる。次の条件が与えられたとき、AB:BC:CDの値を求めなさい。

⑴
A D

③ ②

1 2B C

⑵
A D

③ ①

1 2B C

⑶ AB:BC=2:3, AC:CD=4:3 ⑷ AB:BD=3:7, AC:CD=5:1

2 各図について指定された値を求めなさい。ただし ABCDは平行四辺形であるとする。

⑴ AF:FD=2:1 ⑵ AE:EB=1:1, AF:FD=1:4

A F D

E

CB

O

①  BE:ED

②  BO:OE:ED
E

A F D

CB

G

H

①  BG:GD

②  BH:HD

③  BG:GH:HD

⑶ AF:FD=4:1, BE:EC=1:1, GF=3

H

A F
D

E CB

G

①  EG:GF

②  EF:FH

③  EG:GF:FH

④  FHの長さ
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Exercise B

1 点 A, B, C, Dがこの順番で直線上にならんでいる。次の条件が与えられたとき、AB:BC:CDの値を求めなさい。

⑴
A D

⑧ ①

3 1B C

⑵
A D

① ③

7 2CB

⑶ BC:CD=1:2, AC:CD=3:1 ⑷ AB:BD=2:7, AC:CD=5:1

2 各図について指定された値を求めなさい。ただし ABCDは平行四辺形であるとする。

⑴ BE:EC=2:3, DF:FC=1:1 ⑵ AF:FD=1:1, BE:EC=2:1

A

F

D

E CB
G

H

①  BG:GD

②  BH:HD

③  BG:GH:HD G H

A F D

E CB

①  EG:GD

②  EH:HD

③  EG:GH:HD

⑶ BE:EF:FC=1:1:1, CG:GD=1:1

IA

F

D

E CB

G
H

①  EG:GI

②  AD:DI

③  EH:HI

④  EH:HG:GI

比の割合③ 線分と連比２5-6

!
 
補助線や延長線を引いて、 または などの相似な図形を作って考えよう。

!  3つ以上の数の比を連
れんひ

比という。

　     2組以上の比を連比にまとめるには、共通した部分を最小公倍数にそろえる。

WarmUp

⑴ 右の図で、AE:EB=3:7, BD:DC=5:3である。

EF:FCを求めなさい。

A

F

D

E

CB

⑵ ABCDは平行四辺形で、AG:GD=1:1, 

BE:EF:FC=1:2:1, CK:KD=2:5である。

EI:IJ:JGを求めなさい。 K

J
I

GA

F

D

E CB

解説
⑴ ADに平行な直線 EGを引いて、

右図のように考える。

よって、EF:FC=3:6=1:2

G

A

F

D

E

CB ⑤ ③
7 3

7

3

G

A

F

D

E

CB ⑩ ⑥
⑦ ③

×1
×2

⑵ 方針　① 左の三角形を使って、EI:IG を求める。

K

J
I

GA

F

D

E CB

K

J
I

GA

F

D

E CB

　　　② 右の三角形を使って、EJ:JG を求める。

　　　③ ①②で求めた比を連比にそろえる。

手順① EI:IG を求める。

右図のように考えて、

EI:IG=2:2=1:1 K

J
I

GA

F

D

E CB

① ①

1 2 1

K

J
I

GA

F

D

E CB

② ②

① ② ①

×2
×1

手順② EJ:JG を求める。

右図のように考えて、

EJ:JG=23:10 K

J
I

GA

F

D

E CB ❽❿ ❺

❿ 

K

J
I

GA

F

D

E CB

⑤

②

⑤

②① ② ①

② ②
×4
×5 K

J
I

GA

F

D

E CB

⓴

❽❺ ❿ ❺

❿ ❿

手順③ ①②で求めた比を連比にそろえる。

EI:IG=1:1=33:33, EJ:JG=46:20と考えて、EI:IJ:JG=33:13:20
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Exercise A

各図について指定された値を求めなさい。ただし ABCDは平行四辺形であるとする。

⑴ AE:EB=2:3, BD:DC=1:2, EF=4 ⑵ AE:EB=2:7, BD:DC=2:3, AF=20

G

A

F

D

E

CB

①  EF:FC

②  AF:FD

③  FCの長さ

A

F

D

E

CB

①  EF:FC

②  AF:FD

③  ADの長さ

⑶ AG:GD=1:1, BE:EF:FC=1:2:1, DK:KC=1:2 ⑷ AB=15, AD=12, ∠BAE=∠DAE

K
J

I

GA

F

D

E CB

①  AG:EF

②  EJ:JG

③  EI:IJ:JG

C

A

F

D

EB

G

①  BF:FD

②  AD:CE

③  AF:FG:GE

⑸ BE:EC=3:4, AB∥HF

G
H

A

F

D

E CB

①  AD:BE

②  AH:HG:GC

③  AB:HF

Exercise B

各図について指定された値を求めなさい。ただし ABCDは平行四辺形であるとする。

⑴ AE:EB=2:3, BD:DC=2:5, AD=29 ⑵ AE:EB=1:3, BD:DC=3:2, EC=33

H

G

A

F

D

E

CB

①  EF:FC

②  AF:FD

③  FDの長さ

A

F

D

E

CB

①  EF:FC

②  AF:FD

③  FCの長さ

⑶ AG:GD=1:1, BE:EF:FC=1:1:1, AK:KB=1:1 ⑷ AB=9, AD=12, ∠BAE=∠DAE

K J
I

GA

F

D

E CB

H

①  AI:IF

②  AJ:JF

③  AJ:JI:IF

④  DH:HJ:JK

A

F

D

E

CB
G

①  BF:FD

②  AG:GE

③  AF:FG:GE

⑸ DE:EC=2:3, AC∥HF ⑹ ABCD, CEFGは正方形   BC:CE=1:2

G

H

A

F

D

E

CB

①  BG:GH:HD

②  CF:FE:ED J

A

B EC

D

G F

K

H

I

①  BD:DJ:JH

②  CI:ID:DG

Try

各図について指定された値を求めなさい。ただし ABCDは平行四辺形であるとする。

⑴ AE:EB=1:1, BD:DC=1:2, FC=8 ⑵ AE:EB=3:1, BD:DC=3:2, EF=18

A

F

D

E

CB G

①  EF:FC

②  ECの長さ

A

F

D

E

CB

①  EF:FC

②  AF:FD

③  FCの長さ

⑶ AG:GD=1:1, BE:EF:FC=1:1:1 DK:KC=1:1 ⑷ AB=10, AD=6, ∠BAE=∠DAE

K

J

I

GA

F

D

E CB

①  AG:EF

②  EJ:JG

③  EI:IJ:JG

A

F

D

ECB

G

①  AF:FE

②  AG:GE

③  AF:FG:GE

⑸ BE:EC=1:5, BC∥FH

G

H

A

F

D

E CB

①  AF:FE

②  BF:FG:GD

③  FH:BC
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Point!

SSSugaku+

Ss 
SuperSpecial比の割合④ 面積と連比5-7

数学達人の極意　　図形問題は分かったことをテキストに書き込んで整理しよう。

!  3つ以上の数の比を連
れんひ

比という。

　     2組以上の比を連比にまとめるには、共通した部分を最小公倍数にそろえる。

!  相似比が m:nのとき、面積比は m2 :n2 

WarmUp

1 右の図で、△ADE:四角形 BCEDの面積比を求めなさい。
A

D
E

CB

15

6

12

15

2 右の図で、AB∥EF∥DC, AD∥BC, AE:ED=3:2である。

G

F

A

B C

DE

⑴ △AFG:四角形 CDEGの面積比を求めなさい。

⑵ 平行四辺形 ABCDの面積が 40 ㎠ であるとき、

△ CFGの面積を求めなさい。

解説

1 面積比を以下のように連比にまとめる。よって、△ADE:四角形 BCED=20:43

×7
×4

A

D
E

CB

⑤

②

4

5

A

D
E

CB

4
5

4

5

A

D
E

CB

⑤

②

⑤

②

A

D
E

CB

㉘
㉟

A

D
E

CB

⑳

⑧

補助線に線分 BEを引く 補助線は線分 DCを

引いても良い

2

□ABCD=㊿

G

F

A

B C

DE③ ②

⑶ ⑵

③

②

G

F

A

B C

DE

5
②

③
2

3
⑤

③

②

G

F

A

B C

DE

③

❸ ②
❷

G

F

A

B C

DE

㉚ ⑳

G

F

A

B C

DE

⑮ ⑥

⑨

G

F

A

B C

DE

⑥

④

×3

×2

×10

G

F

A

B C

DE

⑮ ⑥

⑨

④

⑯

左図のように連比にまとめて、

⑴  △AFG:四角形 CDEG=6:16

                                               =3:8

⑵  □ABCDが㊿、△CFGが④なので

　  △CFG=40 ㎠× 4
50

 =1
5
6 ㎠

                                                    

Try

各図について指定された図形の面積比を求めなさい。ただし⑷～⑹で ABCDは平行四辺形であるとする。

⑴ AD:DB=5:2, AE:EC=1:1

のとき、 △ABC:△DBE

B C

D

E

A

⑵ AD=10㎝ , DB=5㎝ , AE= 8㎝ , 

EC=12㎝  のとき、 △ABC:△ADE

B C

D
E

A

⑶ AE:EB=1:1, BD:DC=3:2, 

AF:FD=5:2

のとき、 △ABD:△BCE

A

F

D

E

CB

⑷ DF:FC=2:1のとき、

△CEF:四角形 BCFG

A

F

D

ECB

G

⑸ AF:FD=1:1, BE:EC=2:3

のとき、△BEG:△DFH

A F D

E CB
G

H

⑹ AB=10㎝ , AD=6㎝ , ∠BAF=∠DAF

 のとき、□ABCD:四角形 BFGC

A

F

D

ECB

G

[別解 ] 相似な図形の面積比を利用してもよい。

              相似な図形の面積比を利用すると、連比にまとめる手間が省ける場合が多い。

③

G

F

A

B C

DE

㉕⑨
(⑯ )

⑤ △AEGと△ADCで

相似比が 3:5なので、

面積比は 9:25

③

②

G

F

A

B C

DE

④

⑨

△AEGと△CFGで

相似比が 2:3なので、

面積比は 4:9

②

G

F

A

B C

DE

㉕ ④
(㉑ )

⑤

△ABCと△GFCで

相似比が 5:2なので、

面積比は 25:4
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SAMPLE

SAMPLE

Point!

SSSugaku+

Ss 
SuperSpecial

Exercise A

各図について指定された図形の面積比を求めなさい。ただし⑷～⑹で ABCDは平行四辺形であるとする。

⑴ AD:DC=1:4, BE:EC=2:3

のとき、 △ABD:△DEC

B C

D

E

A

⑵ AD:DC=3:2, BE:EC=1:5

のとき、 △ABC:△DEC

D

EB C

A

⑶ AB=18㎝ , AE=6㎝ , BC=20㎝ ,

 DC=8㎝ , AF=8㎝ , FD=10㎝

 のとき、 △AEF:△CDF

A

F

D

E

CB

⑷ AF:FD=3:2のとき、

△OEC:□ABCD

A F D

E

CB

O

⑸ BE:EC=2:3, CF:FD=1:1

のとき、△AGH:△DFH

A

F

D

E CB
G

H

⑹ 点 E, Fは辺 BCを 3等分し、

点 Gは辺 DCの中点である。

このとき、△DGI:△EFH

IA

F

D

E CB

G
H

Exercise B

各図について指定された図形の面積比を求めなさい。ただし⑷～⑹で ABCDは平行四辺形であるとする。

⑴ AD=DB=EC=3㎝ , AE=5㎝ ,

 のとき、 △ABC:△DEC

B C

D E

A

⑵ AD:DB=2:1, AE:EC=8:3

のとき、 △ADE:四角形 BCED

B C

D
E

A

⑶ AE:EB=1:3, BD:DC=3:4,

CF:FE=16:3

 のとき、 △AEF:△CBE

A

F

D

E

CB

⑷ AF:FD=1:1, BE:EC=5:4

のとき、四角形 AFHG:△BEG

A F D

E CB

G
H

⑸ AF:FD=5:1, BE:EC=1:1

のとき、△BEG:△DFH

H

A F
D

E CB

G

⑹ AB=6㎝ , AD=8㎝ , ∠BAE=∠DAE

 のとき、△ABF:△CEG

A

F

D

E

CB
G

比の割合⑤ 面積と体積5-8

!  底辺（底面）が a倍になり高さが b倍になると、面積（体積）は ab倍になる。

!  底辺と高さが等しいとき、「三角形」は「平行四辺形」の面積の  12
 （倍）である。                                                                                                                                 

       底面積と高さが等しいとき、「すい」は「柱」の体積の  13
 （倍）である。                                                                                                                 

!  「A：B＝ 3:4」⇔ 「Aは Bの  34
 （倍） 」⇔ 「Bは Aの  43

 （倍） 」                                                                                                                

WarmUp

1 右の図で、AE:EB=2:3, BD:DC=5:3である。

⑴  △EBDは△ABCの何倍になっているか答えなさい。

⑵  △BDE:四角形 ACDEの面積比を答えなさい。

A

D

E

CB

2 直方体 ABCD-EFGHの辺 AB, AD, AE上に点 P, Q, Rをとった。

AP:PB=3:1, AQ:QD=2:1, AR:RE=7:2となるとき、三角す

い APQRの体積は直方体 ABCD-EFGHの体積の何倍になっている

か答えなさい。

G

F

C

A

H

E

D B

R

Q P

解説

1 ⑴  下図のように考え、

　   58
 × 3

5
 = 3

8
 （倍）                               

△EBGと△ABFの相似から、高さが 35
 倍

になっていることが説明できる。

A

D

E

CB

5

3
3

5

G F

⑵  ⑴より下図のように考え、

　  △BDE:四角形 ACDE=3:5

    

A

D

E

CB 全体⑧

③
⑤

A

D

E

CB ⑤

5

3
 高さ 3

5
 （倍）

⑧
 底辺 5

8
 （倍）

2 右図のように平行でない３辺がそれぞれ、
 3
4

 （倍） ,  23
 （倍） ,  79

 （倍）となっていて、

底面が長方形から三角形になっていることから  12
 （倍）、

柱からすいになっていることから  13
 （倍） となるので、

 3
4

 × 2
3

 × 7
9

 × 1
2

 × 1
3

 =  7
108

  （倍）                                                 

G

F

C

A

H

E

D B

R

Q P③④23

❾
❼

 3
4

 （倍） 2
3

 （倍）

 7
9

 （倍）
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SAMPLE

SAMPLE

Try

1 次の各問いに答えなさい。ただし⑵～⑶で ABCDは平行四辺形とする。

⑴ AD:DB=1:1, AE:EC=4:3

B C

D E

A

⑵ AE:EB=1:2, BF:FC=1:1

A

F

D

E

CB

⑶ AE:EB=2:5

A

F

D

E

CB

①  △ADEの面積は△ABCの何倍

      か答えなさい。

②  △ADE:四角形 DBCEの面積

      比を答えなさい。

①  △BEFの面積は□ABCDの何

      倍か答えなさい。

②  △BEF:五角形 AEFCDの面

      積比を答えなさい。

①  BF:FDの長さの比を答えな

      さい。

②  △BEFの面積は□ABCDの何

      倍か答えなさい。

2 図１のように立方体の辺 AB, AD, AEの中点 P, Q, Rをとった。このとき次の問いに答えなさい。

⑴ 三角すい APQRの体積は立方体の何倍になるか答え

なさい。

図１ G

F

C

A

H

E

D
B

R

Q
P

図２

R

Q
P

⑵ 三角すい APQRと同様に、立方体の各頂点と各辺の中

点を結んでできる８つの三角すいを立方体から切り

取ったところ、図２のような多面体が完成した。こ

の多面体の体積はもとの立方体の何倍になるか答え

なさい。

Exercise A

1 次の各問いに答えなさい。ただし ABCDは⑵では長方形、⑶では平行四辺形とする。

⑴ AD:DB=3:2, AE:EC=3:4

B C

D
E

A

⑵ BF:FC=1:1, DE:EC=4:5

A

F

D

E

CB

⑶ AF:FD=2:1

A F D

E

CB

①  △ADEの面積は△ABCの何倍

      か答えなさい。

②  △ADE:四角形 DBCEの面積

      比を答えなさい。

①  △CEFの面積は□ABCDの何

      倍か答えなさい。

②  △CEF:五角形 ABFEDの面

      積比を答えなさい。

①  BE:EDの長さの比を答えな

      さい。

②  △DEFの面積は□ABCDの何

      倍か答えなさい。

2 四面体 ABCDの各辺上に AP:PB=2:1, AQ:QC=1:1, AR:RD=1:1と

なるように点 P, Q, Rをとった。

A

B

C

D

P
Q

R

⑴ 四面体 APQRの体積は四面体 ABCDの何倍になるか答えなさい。

⑵ 四面体 ABCDを面 PQRで切断してできる２つの立体、四面体 APQR：

立体 PQRBCDの体積比を答えなさい。

Exercise B

1 次の各問いに答えなさい。ただし⑵～⑶で ABCDは平行四辺形とする。

⑴ AD:DB=3:2, AE:EC=3:1

B C

D
E

A

⑵ AE:EB=1:4, BF:FC=2:1

BEGFは平行四辺形
A

F

D

E

CB

G

⑶ AF:FD=3:2, BE:EC=1:1

A F D

E CB

G

①  △ADEの面積は△ABCの何倍

      か答えなさい。

②  △ADE:四角形 DBCEの面積

      比を答えなさい。

□EBFGの面積は□ABCDの

何倍か答えなさい。

①  AG:GCの長さの比を答えな

      さい。

②  △AFGの面積は□ABCDの何

      倍か答えなさい。

2 正四角すい A-BCDEの辺 AC上に AF:FC=2:3となるような点 Fをとった。このとき次の問いに答えなさい。

⑴ 三角すい F-BCDの体積は正四角すい A-BCDEの何倍か答えなさい。 A

B C

D
E

F

⑵ 正四角すい A-BCDEを面 BDFで切断してできる２つの立体、三角す

い F-BCD：立体 ABEDFの体積比を答えなさい。

3 図のように正四角柱 ABCD-EFGHの辺 DH上に点 Pをとった。このとき次の問いに答えなさい。

⑴ DP:PH=2:1のとき、三角すい P-ACD：三角すい P-EGHの体積比

を答えなさい。

G

F

C

A

H

E

D
B

P

⑵ ⑴のとき、三角すい P-ACDの体積は正四角柱 ABCD-EFGHの何倍に

なっているか答えなさい。

⑶ 正四角柱 ABCD-EFGHから、２つの三角すい P-ACD, P-EGHを切り

取ってできる立体の体積は、点 Pが辺 DH上のどの点にあっても一定

である。

この立体の体積が正四角柱 ABCD-EFGHの何倍になるか答えなさい。



5
相
似
と
円

5
相
似
と
円

164 165

SAMPLE

SAMPLE

Point!

SSSugaku+

Ss 
SuperSpecialチェバ・メネラウスの定理5-9

!  右の各図形において、①②
A
FB

F×③④
B
DC

D×⑤⑥
C
EA

E=1
メネラウスの定理チェバの定理

B CD

E

A

F

⑤

①

②

③ ④

⑥

B C D

E

A

F
①

②

③
④⑤

⑥

WarmUp

右の図において、AF:FB=2:5, AE:EC=3:5のとき、BD:DCの線分比を求めなさい。

B CD

E

A

F

解説
⑴ チェバの定理より、  25

 ×B
DC

D× 5
3

 =1

                                            23
 ×B

DC
D=1

                                                   BDC
D= 3

2
  よって、BD:DC=3:2

B CD

E

A

F

５ ５

３２

Try

1 次の各図で、指定された線分比を求めなさい。

⑴

B CD

E

A

F

AF:FB=2:3,

AE:EC=6:5のとき

BD:DCを求めなさい。

⑵ A

B

C
D

E

F

AF:FB=7:3,

AC:CE=9:5のとき

BD:DCを求めなさい。

2 右の図の△ABCで、CE:EA=1:2, AF:FB=1:3である。

このとき次の線分比を求めなさい。

O
B CD

E

A

F

⑴ BD:DC

⑵ AO:OD

Exercise A

1 次の各図で、指定された線分比を求めなさい。

⑴

B CD

E

A

F

AF:FB=2:1,

AE:EC=3:4のとき

BD:DCを求めなさい。

⑵ A

B C D

E
F

AF:FB=3:4,

AE:EC=2:1のとき

BC:CDを求めなさい。

2 右の図の△ABCは AB=AC=12㎝の二等辺三角形である。

辺 BCの中点を D、辺 AB上に点 Eを取り、線分 DEの延長

と辺 CAの延長の交点を Fとする。DE:EF=3:2のとき、

次の線分の長さを求めなさい。

F
A

B C
D

E

⑴ AF

⑵ BE

Exercise B

1 次の各図で、指定された線分比を求めなさい。

⑴

B CD

E

A

F

AF:FB=2:3,

BD:DC=3:4のとき

AE:ECを求めなさい。

⑵
A

B CD

E

F AB:AF=8:3,

BD:DC=2:3のとき

AE:ECを求めなさい。

2 右の図の ∠A=90°, AB=4㎝ , BC=5㎝ , CA=3㎝の △ABC

がある。点 Aから辺 BCにひいた垂線と辺 BCの交点を D

とし、∠Bの二等分線と辺 ACの交点を Eとする。また AD, 

BEの交点と点 Cを結んだ直線と辺 ABの交点を Fとする。

このとき、AF:FBの線分比を求めなさい。
A B

C

D

E

F

3 右の図の△ABCで、AD:DB=2:3,  BE:EC=5:1である。

線分 AE, CDの交点を Fとするとき、次の線分比を求めな

さい。

B C

D

E

A

F

⑴ EF:FA

⑵ CF:FD
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SAMPLE

SAMPLE

Point!

SSSugaku+

Ss 
SuperSpecial三角形の３つの中心5-10

!  三角形の 3本の中
ちゅうせん

線は重
じゅうしん

心で交わり、重

　     心は中線を 2：1 に分ける。

　     また中線は三角形の面積を 6等分する。
　     （※ 頂点と向かい合う辺の中点を結んだ線分を中線という。）

!  円の接線と接点を通る半径は垂
すいちょく

直になる。

!  三角形の内
ないせつえん

接円の中心を内
ないしん

心という。

　     三角形の外
がいせつえん

接円の中心を外
がいしん

心という。

!  内接円について、     S= 1
2

 (a+b+c)r　                                                                   
　     （※   a, b, cは三角形の各辺の長さ、rは内接円の半径）

           
[イメージ ]　　 += +

重心

○

×

＝

○

×

＝

重心Ｇ

内接円と内心

点線は半径
内心Ｉ

外接円と外心

外心O

点線は半径

○

×

＝

○

×

＝

②

①

1
2

△1△1
△２△２

中線→ 2：1 

面積→ 6等分

＝

○○

×

×

a

b c

■
■

▲

＝
●
●

▲

S= 1
2
 (a+b+c)r

     (  12
 × 周 × 半径 )

S= 1
2
 (a+b+c)r

     (  12
 × 周 × 半径 )

● ●

■

■ ▲

▲

同じ色の直角三角形が合
ごうどう

同になり、
対応する辺や角の大きさが等しい。

WarmUp

⑴ ABDCは平行四辺形で、E, Fは

CD, BDの中点である。

BH:HG:GCの比を求めなさい。
B

C DE

F

A

H

G

⑵ Iは三角形の内心である。

x, yの角の大きさを求めなさい。

62°

26°x
y
I

⑶ 図のような四角形の面積が

231㎠であるとき、内接円の

半径を求めなさい。

20㎝
13㎝

解説
⑴ 図のように補助線を引くと、H, 

Gがそれぞれ △ABD, △ACDの重

心となることから、

BH:HG:GC=2:2:2=1:1:1

B

C DE

F

A

H

G

①
①

②

②

⑵ 補助線を引いて、合同な三角形

を見つけて考える。

x=33°, y=121° 

62°

26°x
y
I

26°
66° 52°

⑶ 図のように考え、

周＝ ( ● + ▲ + ■ + ★ )×2

　=(13+20)×2=66

また、

面積＝ 1
2

 × 周 ×半径　より

231= 1
2

 ×66×r, r=7     7㎝ 

13㎝
20㎝

●

★
■

▼

●

★

■

▼

高校数学では「重心」「内心」「外心」「垂
すいしん

心」「傍
ぼうしん

心」をあわせて、

三角形の五
ごしん

心と呼ぶ。

傍心
傍接円

垂心

Try

⑴ △ABC の辺 BC, AB 上に

中点 D, Eをとり、AB上

に BC∥FGとなるように

点 Fをとった。

AB:EFを求めなさい。
B C

A

D

E
F

G

⑵ 点 O は三角形の外心で

ある。x, yの角の大きさ

を求めなさい。 O

60°

15°x y

⑶ 点 I は三角形の内心であ

る。x, yの角の大きさを

求めなさい。
125°25° x

y

I

⑷ 図の正三角形の面積は

36√ 3 ㎠である。

正三角形の内接円の半径

を求めなさい。
12㎝

12㎝12㎝

Exercise A

⑴ D, E, F は △ABC の各辺

の中点である。AD=18㎝ , 

CG=14㎝ , FD=10㎝の

とき、FG, AG, AEの長さ

をそれぞれ求めなさい。
B C

A

D

EF

G

⑵ 点 O は三角形の外心で

ある。x, yの角の大きさ

を求めなさい。

28°

22°

x

y
O

⑶ 点 I は三角形の内心であ

る。x, yの角の大きさを

求めなさい。
25°

x

y

38° I

⑷ 図のような直角三角形の

内接円の半径を求めなさ

い。

12㎝

15㎝
9㎝

Exercise B

⑴ 図のように□ABDCの辺

AB上に中点 Eをとった。

AG:GF:FDの線分比を

求めなさい。

B

C D

E

F

A

G

⑵ 点 O は三角形の外心で

ある。x, yの角の大きさ

を求めなさい。
115°

45°

x

yO

⑶ 点 I は三角形の内心であ

る。x, yの角の大きさを

求めなさい。
120°

x
y

46°

I

⑷ 図のように向かい合う２

つの角が直角となる四角

形に円が内接している。

この内接円の半径を求め

なさい。

6㎝

6㎝

4㎝
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SAMPLE

SAMPLE

Point!

SSSugaku+

Ss 
SuperSpecial円と角5-11

!  中心角は円周角の２倍になる。

　     （基本）

● ● ●

●

!  円に接する三角形において、

　     図の角は等しい。（接
せつげんていり

弦定理）

等しい

!  円に内接する四角形の向かい

　     合う角の和は 180°である。

    和が 180°

等しい

証明

① x
90-x

② x

③ x

② x１．
①の角＝②の角

２．
②の角＝③の角
（円周角）

接弦定理

① x
x

2xy 2y

2x+2y=360°
なので
x+y=180°

四角形
と角

!  円と接線の問題では、接点と円の中心をつないで直角を作ることでも解けるものが多い。

WarmUp

次の各図において、x, yの角の大きさを求めなさい。

⑴

73°

x

⑵

48°

x

y

解説
⑴ 補助線を引き、内接する２つの

四角形を作って考える。x=107°

73°
107° 73°

x=107°

⑵ 図のように考え、x=66°, y=114° 

48°

x

y

66°

66°
=

=

x=66°

48°66°

y=114°

⇒

① 二等辺三角形
を作って考える。

② 接弦定理
を利用する。

[別解 ] 接弦定理を知らなくても、接点と円の中心をつないで直角
を作ることでも解くことができる。

⇒

48°

x

y
132°

x=66°

48°

132°●
●

●

y=114°

① 接点と円の中
心をつなぐ。

② 円周角と中心角の
関係を利用する。

Try

次の各図において、x, yの角の大きさを求めなさい。

⑴

O

x

y

68°

⑵

Ox

y70°

⑶

96°

xy

87°
⑷

57°

88°x

⑸

O
22°

x
y

50°

⑹

43°

x

73°

⑺

x

y

50°

⑻

x
y

66°

Exercise A

次の各図において、x, yの角の大きさを求めなさい。

⑴

O

x

y

42°

⑵

O
52°

70°

x

y

⑶

28°

100°

x

y

⑷

85°

71°
x

⑸

O
x

y

50°

⑹

43°x

y

41°
⑺

x

y

58°

⑻

x

y

78°

Exercise B

次の各図において、x, yの角の大きさを求めなさい。

⑴

O x

y

43°

⑵

O

66°

x

y

⑶

61°
x y

25°

⑷

Ox

y67°

⑸

108°

x
y

82°

⑹

78°

118°
x y

⑺

68°

45°

x

⑻

100°

=

x ==

⑼

33°x

y27°

⑽

x

y

96°
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SAMPLE

SAMPLE

Point!

SSSugaku+

Ss 
SuperSpecial方べきの定理5-12

!  下の２つの図について、それぞれ

　     PA1×PB1=PA2×PB2=(PT2)   が成り立つ。（方べきの定理）                                                        

方べきの定理は三角形の相似から証明できる。

B1

A2

B2

A1P

TP

B2A1

B1

A2

TP

B2A1

B1

A2

△A1A2P ∽ △B2B1Pより、
PA1:PB2=PA2:PB1

PA1×PB1=PA2×PB2

△A1TP ∽ △TB1Pより、
 PA1:PT=PT:PB1

PA1×PB1=PT2B1

A2

B2

A1P
PA1×PB1

PA2×PB2

TP

B2A1

B1

A2 PA2×PB2

PA1×PB1

PT×PT

WarmUp

⑴ 右の図で xの長さを求

めなさい。 6 ㎝

12 ㎝
8 ㎝

x

⑵ 右の図で、

BE=EO, AE:EC=2:3

となるとき、ACの長さ

を求めなさい。 

B

C

DE

A

16 ㎝
O

解説
⑴ 図のように考えて、方べきの定理より

x(x+6)=8×20より、x=-16, 10

よって、10㎝

6 ㎝

12 ㎝
8 ㎝

x

(x+6) ㎝

20 ㎝

⑵ AE=2x, EC=3xとおいて、方べきの定理より

2x×3x=4×12より、x=±2√ 2 ,  xは正なので、x=2√ 2 

AC=5x=10√ 2 よって、10√ 2 ㎝

B

C

DE

A

16 ㎝
O4㎝ 12 ㎝

2x

3x 

Try

次の各図において、xの長さを求めなさい。

⑴

x

3 ㎝

4 ㎝

8㎝

⑵

6㎝

x

3 ㎝

⑶ AB:BC=1:3

9㎝

B

C

A
D

x

⑷ AB:CD=2:1

DE

A

7 ㎝

7 ㎝8 ㎝
x

B

C

Exercise A

次の各図において、xの長さを求めなさい。

⑴
x 5 ㎝

10 ㎝

10㎝
⑵

5㎝

x

4 ㎝

⑶

4 ㎝10 ㎝
6 ㎝

x

⑷ AD:DE=2:7

6㎝
6 ㎝

x

BC

D

E

A

⑸ AD:BC= 1:2

C

D
EA 10 ㎝

20㎝ x

B 6 ㎝

Exercise B

1 次の各図において、xの長さを求めなさい。

⑴
x

8 ㎝

10 ㎝

15㎝

⑵

12 ㎝

x

10 ㎝

⑶

6 ㎝

7 ㎝2㎝

x

⑷ EA:AC= 5:6

x

8 ㎝

6 ㎝

B

C
D

E
A

⑸ AE:BD= 1:1

D

E
A

B

C

4㎝

x

10 ㎝

2 右の図において、PQは半円 Oの接線で、点 Qは接点である。

PQ=12, PA=6のとき△AQBの面積を求めなさい。

OA BP

Q


